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国立国会図書館の
活動評価について

国立国会図書館
山口和之

平成19年度全国公共図書館協議会研究集会
（平成19年6月8日）

国立国会図書館の活動評価

国立国会図書館の活動評価制度は、国の行政機
関において平成13年1月から政策評価制度が導入
されたことを受けたものです。立法府に属する当館
においても、業務の効率的な運営を図り、また国民
に対する説明責任を果たしていく上で評価制度の導
入が不可欠と考えました。

しかしながら、立法府に属する当館の活動は行政
機関のそれとはおのずから異なるところがあるため、
「国立国会図書館ビジョン2004」（後述）を頂点とした
独自の体系を構築し、「活動評価」と名付けたもので
す。
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活動評価の体系

【外部のうごき】
平成13年1月：国の行政機関において政策評価制度導入

平成14年4月：「行政機関が行う政策の評価に関する法律」施行

【国立国会図書館のうごき】
平成13～14年度：評価制度の外部状況調査

平成14年10月：関西館開館（東京本館、関西館、国際子ども図書館の3施設
による新たなサービスの開始）

平成15年度：国立国会図書館独自の評価体系の構築

「国立国会図書館ビジョン2004」策定

平成16年度：活動評価の導入

活動評価導入の経緯
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活動評価の目的

○活動・事業の適正な運営

○活動・事業内容について国の機関としての
説明責任の履行

目標の設定及び実現

目標では、組織全体に係る目標（ビジョン、
重点目標、サービス基準）と、具体的な個々
の業務に関する目標（部局目標、プロジェクト
目標）を設定しています。

また、これらの目標を実現するための事業
の計画として、重点事業計画や各種実施計
画を策定して、実施しています。
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組織全体の目標については、目標及びその
評価（重点目標、サービス基準）を公表（ホー
ムページ、「国立国会図書館月報」「国立国会図書

館年報」）します。

また、個々の業務の目標及び重点事業計画
については、その評価を事業運営に活用する
とともに、重点目標の評価に反映した形で、
重点目標の評価として公表します。

目標及び評価の公表

ビ ジ ョ ン

当館の使命・役割とともに、5～10年を対象とし
た中長期的な基本方針を示すものであり、今後、
さらに取組みを強化すべき領域（重点領域）を
示すものです。

現在のビジョンは、「国立国会図書館ビジョン
2004」です。
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国立国会図書館ビジョン2004（＊）

○使命と役割

〇 重点領域

・ 立法法補佐機能の強化
・ デジタル・アーカイブの構築
・ 情報資源へのアクセスの向上
・ 協力事業の推進

＊全文：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_2004.html

重点目標

1～3年を対象として、組織として重点を
置くべき取組みについて、目標を設定する
ものです。

ビジョンが示す4つの重点領域に対応し
て、具体的で達成可能な目標としています。

平成18年度は、ビジョンの4つの重点領
域に対して、13の重点目標を掲げていま
す。（平成17年度は16目標、平成16年度
は14目標）

＊平成18年度重点目標：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_h18_emphasis.html
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重点事業計画

重点目標等を達成するために、目標を所管
する部局では、具体的な重点事業計画、各種
実施計画等を策定し、それを実施することに
よって、目標の実現を図ることになります。

したがって、重点目標等の達成は、これらの
事業計画と実施状況と密接に関係しており、
特に、重点事業計画の進捗は、重点目標の達
成評価に大きな影響を与えることになります。

サービス基準

利用者（国民、図書館）に対し、当館の提供する

図書館サービスの基準となる数値を具体的に示
すものです。当館のサービスの品質を保証するこ
とを意図したものです。年度の終了後に、基準が
達成されていたかどうかの検証を行い、その結果
を公表しています。

＊平成18年度サービス基準：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_h18_service.html
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評価の方法

○重点目標の評価
重点事業計画の一次評価（実施部門）

統計
↓
重点目標評価（案）の作成（評価部門=総務部企画課）

↓
重点目標、重点事業計画の二次評価（=評価確定)（組織全体）

国立国会図書館が現在行っている活動評価は内部評価です。

実施部門が自ら行う目標・計画の達成度等の評価と統計に基
づいて、評価案を作成し、組織全体の視点で検討を行い、評価
を確定しています。

＊平成17年度重点事業評価：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_h17_emphasis.html

評価の方法

○サービス基準の評価

実績測定（実施部門）

↓

数値の検証、評価案作成（評価部門)

↓

サービス基準評価の確定（組織全体）

＊平成17年サービス基準評価：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_h17_service.html
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○平成16年度

18基準34項目のうち、31項目の基準を達成。

未達成の項目は、レファレンスの回答日数、他の2件
は調査期間中のサンプル数が少なく評価ができなかった
もの。

○平成17年度

18基準30項目のうち、28項目の基準を達成。

未達成の項目は、総合目録の更新頻度、電子展示会
の更新頻度。

○平成18年度

17基準30項目。達成状況については、取りまとめ中。

サービス基準の評価

目標と計画の再設定

（実施部門の視点）

重点事業計画の評価

利用者アンケート調査分析

サービス基準実績測定

重点領域から見た各種課題

（組織全体の視点）
経営資源（経費・システム資源・要員等）配分の最
適化

次年度目標・計画の確定
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評価サイクル

12月 1月 3月 4月 5月 6月

中間評価
実施

計画作成

次年度の
目標・計
画の確定

前年度の
目標・計画
の評価

重点目標・
サービス
基準の評
価と新目
標・基準の
公表

評価活動によるサービスの改善

＊全文：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete2006_03_01.html

平成18年度利用者アンケート（国立国会図書館ホームページ）の結果（抜粋＊）
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満足度･改善要望度が大きく改善した項目
（平成15・16年度から平成18年度への推移）

[郵送複写] 提供にかかる日数

[HP] 資料全文の電子的提供

[NDL-OPAC]応答待ち時間

[文書ﾚﾌｧﾚﾝｽ] 回答にかかる

日数

 [NDL-OPAC] 応答待ち時間
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評価活動によるサービスの改善

国立国会図書館ホームページ
活動評価
（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision.html）

利用者アンケート調査
（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete.html）

「国立国会図書館年報」
（http://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.html）

参考資料
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国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）

「活動評価」へのリンク

活動評価（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision.html）


